
　
21
年
度
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
文
部

科
学
省
「
令
和
元
年
度
『
英
語
教
育
実
施

状
況
調
査
』」
の
結
果
を
基
に
、
県
の
英

語
教
育
の
状
況
を
改
め
て
分
析
し
た
。
す

る
と
、
高
校
に
お
け
る
「
生
徒
の
英
語
に

よ
る
言
語
活
動
時
間
の
割
合
」
は
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
た
一
方
で
、「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
率
、
及
び
平
均
実

施
回
数
」「『
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
』
形

式
に
よ
る
学
習
到
達
目
標
の
公
表
、
及
び

達
成
状
況
の
把
握
の
状
況
」
は
、
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
た
（
図
１
）。
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
推
進
班
の
佐
野
博
紀
指
導

主
事
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）
は
、
課
題
意

識
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
全
国
平
均
と
の
比
較
か
ら
、
本
県
が

指
導
と
評
価
の
う
ち
、
評
価
の
面
に
お
い

題
と
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
て
、

プ
ラ
ン
で
は
次
の
３
点
を
最
重
要
課
題
に

掲
げ
た
。

①
英
語
４
技
能
の
育
成
を
図
る
授
業
改
善

②
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
推
進
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施

③
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
」
形
式
の
学

習
到
達
目
標
の
活
用

　
そ
の
３
つ
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
21
年

度
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
（
図
２
）。

　
そ
の
１
つ
が
、
英
語
教
育
に
関
す
る
先

進
的
な
実
践
事
例
の
共
有
だ
。
県
教
育
庁

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
大
分
県
教
育
庁
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
配
信
さ
れ
る
公
開
授
業
の

様
子
を
撮
影
し
た
動
画
や
、
県
内
の
英
語

教
師
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
集
め
ら
れ
る
指

導
・
評
価
の
実
践
事
例
を
通
じ
て
、
英
語

　
大
分
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
（
以
下
、

県
教
育
庁
）
は
、
２
０
１
４
年
度
、「
大

分
県
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
資
質
・
能
力
を
持
つ
児
童
・
生
徒
の
育

成
に
、全
県
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

児
童
・
生
徒
の
英
語
力
の
育
成
と
、
教
師

の
英
語
指
導
力
の
向
上
に
焦
点
を
あ
て
、

16
年
度
に
は
、「
大
分
県
英
語
教
育
改
善

推
進
プ
ラ
ン
」（
以
下
、プ
ラ
ン
）
を
策
定
。

以
降
、
英
語
教
育
に
関
す
る
全
国
の
動
向

と
県
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
年
度
ご
と
に

改
善
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

て
、
さ
ら
に
改
善
の
必
要
が
あ
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
た
生
徒
の
言
語
活
動
時
間
に
つ

い
て
も
、英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
総
合
的
に
育
成
す
る
言
語
活
動

を
行
う
な
ど
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
授
業
改
善
に
資
す
る
情

報
提
供
を
積
極
的
に
行
っ
た
上
で
、
技
能

ご
と
に
到
達
度
を
評
価
し
て
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
を
行
う
と
い
う
サ

イ
ク
ル
を
回
す
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化

の
実
現
を
支
援
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
顕
在
化
し
た
課

大
分
県
教
育
庁
　高
校
教
育
課

エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
課
題
を
把
握
し
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
の
実
現
に
向
け
て
全
校
を
支
援

大
分
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
は
、
２
０
２
１
年
度
、
文
部
科
学
省
「
令
和
元
年
度
『
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
』」
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

「
大
分
県
英
語
教
育
改
善
プ
ラ
ン
」
の
内
容
を
大
き
く
変
更
し
た
。
す
べ
て
の
県
立
高
校
で
英
語
の
運
用
力
を
測
定
す
る

「
大
分
県
版
英
語
４
技
能
認
定
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
指
導
と
評
価
の
一
体
化
の
実
現
に
生
か
す
べ
く
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

実践事例 4全
国
デ
ー
タ
と
の
比
較
か
ら

英
語
教
育
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

取
り
組
み
の
背
景

授
業
等
の
実
践
事
例
を
共
有
し
、

目
指
す
指
導
と
評
価
を
イ
メ
ー
ジ
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４
技
能
の
育
成
の
た
め
の
授
業
や
評
価
の

あ
り
方
、
目
標
設
定
や
評
価
の
方
法
な
ど

を
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

　
生
徒
が
英
語
４
技
能
を
活
用
す
る
言
語

活
動
と
、
生
徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
が
る

評
価
の
事
例
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

の
実
践
を
見
て
、
新
学
習
指
導
要
領
で
求

め
ら
れ
て
い
る
英
語
の
指
導
と
評
価
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
指
導
観
・

評
価
観
の
転
換
を
図
る
と
い
う
ね
ら
い
が

あ
る
。
高
校
教
育
指
導
班
の
山
本
俊
幸
指

導
主
事
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
評
価
は
本
来
、
生
徒
の
英
語
力
を
正

確
に
把
握
し
、
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
活

用
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
先
生
方
の

指
導
の
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
評
価
の
実

践
に
向
け
て
、
先
生
方
が
今
求
め
て
い
る

の
は
、
理
論
や
解
説
だ
け
で
は
な
く
、『
具

体
的
な
実
践
事
例
』
な
の
で
す
」

　
指
導
と
評
価
の
一
体
化
に
向
け
た
施
策

と
し
て
、
21
年
度
か
ら
「
大
分
県
版
英
語

４
技
能
認
定
テ
ス
ト
」（
以
下
、
認
定
テ

ス
ト
）
を
導
入
し
た
。
す
べ
て
の
県
立
高

校
の
２
年
生
が
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
を
受
検
し
、

そ
の
結
果
か
ら
、
各
校
が
指
導
の
成
果
や

課
題
を
把
握
し
、授
業
改
善
を
図
る
こ
と
、

そ
し
て
評
価
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
る
。

　
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
専
門
高
校
も
含

め
、
す
べ
て
の
県
立
高
校
を
対
象
と
し
た

点
だ
。
勤
務
校
の
学
科
を
問
わ
ず
、
全
教

師
が
到
達
目
標
に
基
づ
く
授
業
を
行
え
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
背
景
に
基
づ
い
た

施
策
で
あ
る
と
、山
本
指
導
主
事
は
語
る
。

　「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
生
涯
に
わ

た
る
様
々
な
場
面
に
お
い
て
英
語
を
使
う

よ
う
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
未
来
の
創
り

手
で
あ
る
生
徒
に
は
、
使
え
る
英
語
力
、

学
び
続
け
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
校

教
育
に
お
い
て
も
、
大
学
入
試
だ
け
に
目

を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
生
徒

の
英
語
力
を
技
能
別
に
把
握
し
、
授
業
改

善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え

ま
し
た
。
各
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
校
風
や

学
科
の
特
色
が
あ
り
、
生
徒
の
希
望
進
路

も
様
々
で
す
。
そ
う
い
っ
た
実
情
を
踏
ま

え
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
等
か
ら
一
歩
進

ん
だ
本
施
策
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
英

語
力
に
還
元
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
自
校
の
生
徒
に
卒
業
時
ま
で
に
身

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
班

指
導
主
事
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）

佐
野
博
紀　

さ
の
・
ひ
ろ
の
り

高
校
教
育
指
導
班

指
導
主
事

山
本
俊
幸　

や
ま
も
と
・
と
し
ゆ
き

英語教育に関する実施状況（高校）図１

※大分県教育庁資料を基に編集部で作成。　

●英語科担当教師の授業における英語の使用状況
　（発話の75％以上を英語で行っている教師の割合）

大分県
全国

●生徒の英語による言語活動時間の割合
　（50％程度以上英語による言語活動を生徒が行っている割合）

大分県
全国

●スピーキングテスト及びライティングテスト等の
　パフォーマンステストの実施率

公表

把握

大分県
全国

●「CAN－DOリスト」形式による学習到達目標の公表、
　及び達成状況の把握の状況

大分県
全国

大分県
全国

注）数値は、スピーキングテスト・ライティングテストの両方を実施している割合

5.5
12.6

58.8
54.1

（％）

（％）

（％）

（％）

30.7
36.4

39.1
49.5

50.0
57.6

※大分県教育庁資料を基に編集部で作成。

❶高校教育研究英語部会との連携　研究チームを設置し、指導・評価
に関する協議を通して、効果的な指導・評価のあり方を研究し、県内
に普及する。

❷「大分県発英語授業モデル」の開発・普及　地域や学校・学科等の特
色に関連づけた４技能を高める授業例（他教科の学習内容を積極的に
活用し、英語を用いて課題解決等を図る授業など）を実践・共有。

❸公開授業の実施　英語教育推進リーダーや指導教諭が中心となり、
英語４技能を育成する効果的な指導を実践している授業を公開。

❹情報発信・共有　公開授業の様子を「大分県教育庁チャンネル」で動
画配信。県内英語教員共有フォルダで指導・評価の実践を共有。

❺大分県版英語４技能認定テスト　県立高校２年生を対象として、生徒
の正確な英語力を測定するテストを実施。各校が設定する学習到達目
標の達成に向けた授業改善のＰＤＣＡサイクルに活用する。各校の取
り組みを支援するため、県は英語科主任等対象の全体研修会を年２
回実施。

2021年度「大分県英語教育改善推進プラン」概要図２

普
通
科
・
専
門
科
の
枠
を
超
え
、

４
技
能
の
育
成
の
重
要
性
を
周
知

英
語
４
技
能
の
評
価
に
向
け
て

県
立
高
校
数

　
普
通
科
18
校
、
専
門
科
11
校
、
総
合
学
科

２
校
、
普
通
科
・
専
門
科
８
校
、
専
門
科
・
総
合
学
科
２
校

県
立
高
校
生
徒
数

　
約
２
万
人
（
全
日
制
）

大
分
県

　概
要
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に
つ
け
さ
せ
た
い
英
語
力
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
指
導
と
評
価
を
一
体
的
に
行
え
る
よ

う
、
受
検
結
果
の
活
用
を
支
援
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
」

　
英
語
力
を
測
定
す
る
意
義
を
、
佐
野
課

長
補
佐
は
こ
う
指
摘
す
る
。

　「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
や
英
語
４

技
能
の
評
価
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
、
資
料
説
明
や
実
践
事
例
の
共
有
に
加

え
て
、
実
際
に
４
技
能
を
測
る
テ
ス
ト
を

受
検
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
、
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
認
定
テ
ス
ト
の
実
施
後
は
、
多
く
の
学

校
か
ら
前
向
き
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
音
声
を
録
音
す
る
形
式

だ
が
、熱
心
に
英
語
を
話
す
生
徒
を
見
て
、

「
本
校
の
生
徒
が
、
こ
ん
な
に
英
語
を
話

そ
う
と
し
て
い
る
」「
英
語
が
苦
手
で
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
」と
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
を
通
じ
て
、
生
徒

の
英
語
学
習
へ
の
意
欲
の
高
さ
に
気
づ
い

た
教
師
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　「
特
に
、
英
語
の
運
用
力
を
測
る
資
格
・

検
定
試
験
を
初
め
て
実
施
し
た
専
門
高
校

の
先
生
は
、
予
想
以
上
に
頑
張
っ
て
英
語

を
使
お
う
と
す
る
生
徒
の
姿
に
心
を
打
た

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

テ
ス
ト
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
生
徒
の
姿

を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
に
向
け
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
テ
ス
ト
の
さ
ら
な
る
実
施
と
、
英
語
４

技
能
の
育
成
を
図
る
授
業
改
善
が
一
層
進

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に
取
り
組
む
生
徒

の
頑
張
り
を
認
め
る
こ
と
で
、
生
徒
に
達

成
感
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
佐
野
課
長
補
佐
）

　
県
教
育
庁
で
は
、
認
定
テ
ス
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
全
県
の
教
師
を
対
象
と

し
た
全
体
研
修
会
を
年
２
回
実
施
し
、
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
指
導
・
評
価

方
法
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
予
定
だ

（
図
３
）。
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
結
果
を
教
育
活
動

の
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
が
、
本
施
策
の
重
要
な
目
的
で
あ
る
。

　「
英
語
の
運
用
力
を
測
る
テ
ス
ト
の
問

題
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
、『
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
』
を
通
じ
て
知
り
、
テ
ス
ト
の
結

果
を
基
に
校
内
で
授
業
改
善
に
つ
い
て
話

し
合
う
こ
と
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
は
、

先
生
方
自
身
が
、
英
語
の
運
用
力
を
測
る

定
期
考
査
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の

問
題
を
作
成
し
て
実
施
し
、
指
導
と
評
価

の
一
体
化
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
」（
山
本
指
導
主
事
）

　
指
導
と
評
価
の
一
体
化
に
向
け
て
は
、

Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
目
標

設
定
と
達
成
状
況
の
把
握
に
も
努
め
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
は
、
13
年
度
に

す
べ
て
の
県
立
高
校
が
作
成
し
た
が
、
現

在
の
活
用
状
況
は
Ｐ
．20
図
１
の
通
り
課

題
が
あ
り
、
英
語
４
技
能
の
指
導
や
評
価

に
活
用
す
る
意
識
を
改
め
て
喚
起
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
県
教
育
庁
は
各

校
に
、
今
回
の
認
定
テ
ス
ト
の
結
果
を
基

に
、
22
年
度
の
認
定
テ
ス
ト
に
向
け
た
目

標
設
定
を
求
め
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ

を
踏
ま
え
た
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
の
見

直
し
も
進
め
て
も
ら
い
、
今
後
、
各
校

の
Ｃ
Ａ
Ｎ
─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
取
り
ま
と
め
、

全
県
で
共
有
す
る
予
定
だ
。

　「
文
部
科
学
省
に
よ
る
英
語
教
育
実
施

状
況
調
査
で
は
、
英
語
力
の
到
達
目
標
を

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
で
示
し
て
い
ま
す
。
認
定
テ
ス

ト
の
結
果
に
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
に
基
づ
い
た

ス
コ
ア
が
示
さ
れ
る
の
で
、
自
校
の
生
徒

2021年度　認定テスト・全体研修会の流れ図３

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12 月 １月 ２月 ３月

認定テスト
実施

結果返却

校内結果分析

第１回　全体研修会
（10月末）

•「ＣＥＦＲに基づいた
学習到達目標の設定」

「目標→評価→指導を
一体化させる指導方
法・評価方法」をテー
マとした外部講師によ
る講演と演習

各校での実践

•学習到達目標
の見直し

•パフォーマンス
テストの実践

第２回　全体研修会
（１月末）

•英語 4 技能の育成に
向けた指導と評価に
関する実践発表（外
部講師）

•評価・指導の実践事
例の共有（学校種ごと）

各校での実践・検証

•次年度の学習到
達目標の設定　

•パフォーマンステ
ストの実践及び
検証

※大分県教育庁資料を基に編集部で作成。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に

熱
心
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

情
報
提
供
に
努
め
る

教
育
委
員
会
の
役
割
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の
英
語
力
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
目
標

と
す
る
レ
ベ
ル
と
の
差
が
ど
の
く
ら
い
な

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
佐
野
課
長
補
佐
）

　
22
年
度
の
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を

前
に
、
県
教
育
庁
に
は
、
多
く
の
高
校
か

ら
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
方
法
、
観
点
別
学
習

状
況
の
評
価
な
ど
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
県
教
育
庁
は
、
そ
れ
ら
の

課
題
に
関
す
る
情
報
提
供
や
教
員
研
修
を

行
い
、
現
場
を
支
援
し
て
い
く
。
そ
の
際

は
、
英
語
の
運
用
力
を
測
る
た
め
の
定
期

考
査
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
作
問

の
仕
方
な
ど
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

実
用
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
考
え
だ
。

　
山
本
指
導
主
事
は
、
既
に
新
学
習
指
導

要
領
が
実
施
さ
れ
た
小
・
中
学
校
の
英
語

教
育
の
状
況
を
踏
ま
え
、
高
校
の
英
語
教

育
に
次
の
よ
う
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　「
小
・
中
学
校
で
培
っ
た
英
語
力
を
総

合
的
に
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
、

高
校
の
英
語
教
育
の
責
務
で
す
。
今
後
、

県
教
育
庁
と
し
て
、
小
・
中
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
授
業
の
実
態
や
、
児
童
・
生
徒

の
状
況
等
の
情
報
を
高
校
に
周
知
し
、小・

中
学
校
と
高
校
と
が
連
続
性
を
も
っ
て
子

ど
も
の
英
語
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
け

る
よ
う
、先
生
方
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
」

　本校は、グローバルコミュニケーション科（以下、
ＧＣ科）、普通科、商業科があり、ＧＣ科では、以前
から「ＧＴＥＣ」を全学年で年１回実施しています。
普通科と商業科では、今回の認定テストで初めて4
技能を測定しましたが、スピーキングテストで英語
を一生懸命話す姿が見られるなど、生徒は前向きに
取り組んでいました。
　両学科では、昨年度から英語の授業で言語活動を
強化しています。例えば、帯活動として、１人が絵
の内容を英語で説明し、その内容を基にもう１人が
絵を描き、説明したことを英文に書き起こすといっ
たペアワークを行っています。また、自分の意見を
書く英作文では、パラグラフの構成の仕方などを指
導してきました。認定テストでは、そうして培って
きたスピーキングやライティングの力が初めて客観
的に示され、それが想定以上によかったことに、生
徒は日頃の学習の成果を実感できたようです。英語
を苦手と言っていた生徒が、「次のテストに向けて、
授業を頑張りたい」といった振り返りを書いたり、
授業で意欲的に発言したりする姿が見られています。　
　授業でのペアワークやグループワークの様子を見
ると、自分の好きなことや考えを伝える言語活動が
英語学習の動機づけになっていると感じています。
そうした意欲は、生涯英語を学習し続けることにも
つながると考え、今後も言語活動を一層工夫してい
きたいと思っています。

【お話を聞いた先生／外国語 (英語 )科教諭
門脇早苗、小野俊子、宮﨑ゆりえ】

　林業科、機械科、電気科、建築土木科を擁する本校
には、希望進路が明確な生徒が多く、学習にも意欲的
です。専門教科・科目の授業で協働作業や自分の意見
が求められる機会が多いため、生徒は英語の授業でも
グループワークに活発に取り組みます。教師やＡＬＴ
は、生徒が自分の考えを明確に、正確に伝えることで
味わえる喜びや達成感を深く得られるように、文法
や表現の正確性にも重点を置いて指導しています。
　今回の認定テストでは、「情報がどれだけ伝わった
か」の面でよい評価が出たことで、生徒も教師も、
日頃取り組んでいる学習や指導の成果を感じること
ができました。また、もう少しでＣＥＦＲのＡ２レベ
ルに届きそうな生徒が大勢いることも分かりました。
ライティングの答案に書かれていた採点者の英文の
コメントを和訳する課題を出したところ、生徒は皆、
熱心に取り組んでいました。課題である文法や語彙
を強化しつつも、生徒の強みをしっかり評価するこ
とで、より主体的に学習に取り組む態度を育めるの
ではないかと期待しています。
　そのためにも、指導と評価の一体化が重要であると
思っています。県の人事交流で中学校に勤務した際、
言語活動やパフォーマンステストを日常的に行う中
学校の状況を知り、本校でも積極的に取り入れるよ
うにしました。今後は、普段の授業内容を、平日や
週末の課題、パフォーマンステストを含む単元テス
ト、定期考査に適切に反映し、より透明性のある指
導と評価の一体化に努めていきたいと考えています。

【お話を聞いた先生／外国語(英語)科教諭　高山満也】

４技能別の客観的な数値が、
生徒の学習意欲を高める

大分県立別府翔
しょう

青
せい

高校

前向きなコメントを活用し、
自分の強みに目を向けさせたい

大分県立日
ひ た

田林
りんこう

工高校

英本校の 語 教 育
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